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【順不同】 【敬称略】  

 

議題 1. この 3 年間の活動報告 (千葉大学放射線科画像診断センター 那須克宏先生) 

海外では標準的に行われている直腸癌の MRI 画像診断が本邦では行われていないことから、

この 3 年間で様々な学会や研究会で直腸癌の MRI 画像診断の重要性を説明してきた状況を

報告。また、本研究で作成した直腸癌の MRI 画像診断のレポーティング内容について実際

の症例を画像診断しながら説明した。 

 

議題 2. 前回からの進捗報告 (国立がん研究センター東病院 池田公治) 

2023 年 12 月 31 日時点で IRB 通過施設が 42 施設(前回から＋1 施設)、症例登録数が 551

症例（前回から＋119 症例）である。症例登録期間は残り 15 か月であり、月に 31.4 例の登

録が維持できれば 2024 年 3 月末までに 1000 例に到達できる見込みである。現状では月の

登録症例が 30 例未満のため、各施設において 1～2 例/月の登録をお願いした。 

 

【質疑応答・意見】 

・石川県立中央病院寺井先生から本研究では切除標本の肛門側を伸ばさずにピン固定する

ことから今までよりも DM が短くなる傾向にあるがそれで良いのか？ 

（事務局からの回答） 

今回の切除標本の取り扱いは世界標準に合わせて欧州が標準的に行っているイギリスの



Quirke 先生から示されている The Royal College of Pathologists に基づいて標本作成を行

っており、そこには標本の肛門側のピン固定を自然な長さで固定しなさいと記載してある。

本研究では、術中に意図した DM の距離、切除後の DM の距離、ピン固定後の DM の距離、

病理学的 DM の距離と DM を複数回計測することから、切除後に縮むと言われている DM

の距離がどのように変化していくかも研究のテーマとして扱ってなおり、この点も最終的

に解明したい。 

 

文責：池田公治 


